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は
じ
め
に

　

中
国
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
と
い
う
課
題
に
お
い
て
、「
中
華
俳
翁
」
と
呼
ば
れ
る
葛
祖
蘭
（
１
８
８
７
～
１
９
８
７
）
が
重
要
な

研
究
対
象
と
な
る
が
、

1周
作
人
や
林
林
た
ち
よ
り
注
目
度
が
低
い
ゆ
え
、
本
格
的
な
研
究
が
こ
れ
か
ら
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

葛
祖
蘭
は
浙
江
省
寧
波
の
生
ま
れ
で
、
１
９
０
５
年
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
、
１
９
０
９
年
同
大
学
師
範
研
究
科
を
卒
業
し
て
帰
国
し
た
。

中
学
校
や
師
範
学
校
の
教
頭
・
校
長
を
歴
任
し
た
の
ち
、
１
９
３
５
年
当
時
の
「
中
国
銀
行
」
上
海
総
店
の
招
聘
を
受
け
て
入
社
し
た
。
傀

儡
政
権
「
満
州
国
」
支
配
下
に
あ
っ
た
奉
天
（
瀋
陽
）、
吉
林
、
長
春
な
ど
の
支
店
に
幹
部
と
し
て
勤
務
し
、
職
員
た
ち
に
日
本
語
を
教
え

て
い
た
。
終
戦
後
の
１
９
４
８
年
、
上
海
総
店
に
戻
り
定
年
を
迎
え
た
。
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
て
か
ら
、
上
海
文
史
館
館
員
を
務
め

る
傍
ら
、
日
本
の
小
説
や
俳
句
を
翻
訳
し
て
い
た
。2

　

葛
祖
蘭
自
身
も
本
格
的
な
俳
人
で
あ
っ
た
の
で
、
本
稿
は
葛
祖
蘭
の
俳
句
に
つ
い
て
初
歩
的
考
察
を
行
う
一
方
、
葛
に
よ
る
俳
句
の
中
国

語
訳
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

研
究
ノ
ー
ト

中
国
語
圏
に
お
け
る
俳
句
の
影
響
に
つ
い
て 

─
─
俳
句
の
中
国
語
訳
を
中
心
に
（
そ
の
四
）

呉
　
衛
峰
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一

　

日
本
俳
句
界
に
広
く
知
ら
れ
る
中
国
人
俳
人
と
し
て
活
躍
時
代
は
異
な
る
が
、
葛
祖
蘭
は
子
規
門
下
の
羅
蘇
山
人
（
１
８
８
１
～
１
９
０

２
）
と
同
様
に
著
名
で
あ
り
、
句
の
大
半
は
『
祖
蘭
俳
存
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
１
９
３
９
年
、「
満
洲
国
」
に
滞
在
し
て
い
た
虚
子
の

弟
子
三
木
朱
城
な
ど
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
俳
人
た
ち
と
出
会
い
、
以
降
お
も
に
朱
城
に
師
事
し
て
俳
句
を
詠
み
始
め
た
と
い
う

3。『
祖
蘭
俳
存
』

（
増
訂
版
）
の
冒
頭
に
は
、「
高
濱
虚
子
先
生
高
足
俳
誌
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
恩
師
三
木
朱
城
先
生
恵
選
」
の
句
が
載
っ
て
い
る

4。
最
初
の
二

句
は

　
　
　

新
年

　
　
　

三
木
朱
城
師
の
御
句
集
を
読
む　

一
句

　
　

読
初
や
先
づ
頂
い
て
師
の
句
集

　
　

書
初
や
明
窓
浄
几
五
瑞
の
絵

5

と
な
る
が
、
い
つ
の
句
か
注
記
が
な
い
。
俳
誌
『
俳
句
満
洲
』
創
刊
号
（
１
９
４
３
年
６
月
）

6に
見
ら
れ
る
三
句
の
う
ち
、
三
木
朱
城
選

「
雑
詠
」
に
は
二
首
あ
る
。

　
　

植
疱
瘡
子
は
健
か
に
母
若
く

　
　

夫
子
の
道
忠
恕
あ
る
の
み
釈
尊

7
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前
者
は
『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
お
そ
ら
く
季
語
の
問
題
で
割
愛
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。8

　

こ
の
他
に
、「
満
華
系
俳
句
会
発
会
式
」
と
い
う
記
事
の
末
尾
に
一
句
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　

り
ら
の
華
古
り
行
く
庭
を
に
ぎ
は
せ
り

9

『
祖
蘭
俳
存
』
は
日
本
語
俳
誌
の
選
者
入
選
作
品
し
か
収
録
し
な
い
編
集
方
針
の
よ
う
で
、
こ
の
句
も
増
訂
版
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、『
俳
句
満
洲
』
創
刊
号
に
葛
祖
蘭
に
よ
る
「
俳
句
漢
訳
」
コ
ラ
ム
が
あ
り
、
私
見
の
限
り
、
発
表
さ
れ
た
葛
に
よ
る
最
初
の
俳
句

翻
訳
で
あ
る
。

　
　
　

寒
紅
や
守
口
如
瓶
の
語
が
壁
に

　
　

�

こ
れ
は
私
の
畏
友
池
田
会
一
氏
の
句
で
あ
る
が
戦
時
体
制
の
新
し
き
句
な
の
で
私
は
と
て
も
す
き
な
の
で
あ
り
ま
す
何
遍
も
玩
誦
し
て

お
仕
舞
ひ
に
と
う
と
う
漢
詩
に
訳
し
ま
し
た
。

　
　
　

丁
寧
寒
紅
莫
前
語　

守
口
如
瓶
在
壁
間

　
　

�

右
の
訳
は
漢
詩
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
か
ど
う
か
別
問
題
と
し
て
原
句
の
意
味
は
十
分
に
訳
出
し
て
居
る
と
自
分
な
が
ら
さ
う
思
ひ
ま

す
。10

１
９
４
３
年
１
２
月
に
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
初
め
て
投
句
し
、
翌
年
１
９
４
４
年
３
月
号
の
虚
子
選
に
入
っ
た
。
以
下
の
句
で
あ
る
。
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ひ
の
も
と
の
国
よ
り
月
の
客
ふ
た
り

11

初
投
句
で
虚
子
選
に
入
っ
た
こ
と
で
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
後
の
四
十
年
の
俳
句
人
生
に
お
い
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

上
海
へ
戻
っ
た
後
の
葛
祖
蘭
は
、
し
ば
ら
く
日
本
の
俳
句
界
か
ら
離
れ
た
が
、
１
９
５
２
年
東
野
悠
象
の
紹
介
で
五
十
嵐
播
水
の
門
に
入

り
、『
九
年
母
』
に
投
句
を
始
め
た
。
師
の
三
木
朱
城
か
ら
引
き
続
き
指
導
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。

12『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
へ
も
投
句
を
続
け
、

１
９
７
９
年
秋
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
と
な
る
。13

　

葛
祖
蘭
の
句
に
つ
い
て
、
五
十
嵐
播
水
は
、「
花
鳥
を
写
生
し
た
句
は
少
く
、
人
事
諷
詠
の
句
が
多
い
。
人
事
の
句
は
実
に
自
由
自
在
と

い
ふ
べ
き
で
あ
る
。」
と
評
し
て
い
る
。14

二

　

葛
祖
蘭
は
高
濱
虚
子
に
尊
崇
の
念
を
持
っ
て
お
り
、
一
度
も
会
え
な
か
っ
た
こ
と
を
終
生
の
遺
憾
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え

ば
下
記
の
句
が
あ
る
。

　
　

生
涯
に
ま
見
え
ぬ
恨
み
春
悲
し

15

　
　

虚
子
忌
と
は
天
下
桃
李
の
哭
く
日
な
り

　
　

生
涯
に
師
の
師
を
師
と
す
虚
子
祀
る

16

三
句
目
の
最
初
の
「
師
」
と
は
、
虚
子
の
弟
子
に
あ
た
る
五
十
嵐
播
水
と
三
木
朱
城
の
事
と
思
わ
れ
る
。
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葛
祖
蘭
の
中
国
語
訳
『
正
岡
子
規
俳
句
選
訳
』

17（
以
下
「
子
規
俳
句
選
訳
」
と
略
す
）
の
内
容
は
、「
訳
者
の
言
葉
」（
译
者
的
话
）
に
よ

る
と
、
虚
子
著
『
子
規
句
解
』
か
ら
１
３
０
句
、
虚
子
著
『
俳
句
読
本
』
お
よ
び
虚
子
選
『
子
規
句
集
』
か
ら
３
３
句
、
計
１
６
３
句
と

な
る
。
本
文
は
句
の
訳
の
他
、「
虚
子
解
」
と
「
訳
者
注
」
か
ら
な
る
。「
跋
」（
书
后
）
に
よ
る
と
、
１
９
５
８
年
に
す
で
に
完
成
し
た
が
、

二
十
年
後
の
１
９
８
５
年
に
や
っ
と
晴
れ
て
出
版
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
５
９
年
に
書
か
れ
た
「
訳
者
の
言
葉
」
に
は
、
翻
訳
方
法
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
あ
る
。

　
　

�

俳
句
一
句
は
た
だ
の
十
七
文
字
―
―
実
際
は
十
七
音
で
あ
る
の
で
、
簡
潔
を
重
視
し
、
言
い
尽
く
さ
な
い
よ
う
に
詠
ま
れ
る
。
中
国
語

訳
の
場
合
、
言
外
の
意
を
訳
出
す
る
と
、
余
韻
の
美
を
損
な
う
が
、
言
外
の
意
に
触
れ
な
い
な
ら
、（
中
国
人
）
読
者
に
は
難
解
な
訳

文
に
な
る
。
塩
梅
の
ち
ょ
う
ど
良
い
翻
訳
は
甚
だ
難
し
い
。
拙
訳
は
長
き
に
亙
っ
て
推
敲
を
重
ね
、（
中
略
）
稿
を
四
回
も
改
め
た
。18

俳
句
の
翻
訳
に
関
す
る
卓
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、「
跋
」
の
日
付
は
出
版
直
前
の
「
１
９
８
５
年
７
月
」
と
な
っ
て
お
り
、「
訳
者

の
言
葉
」
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
分
に
よ
る
二
十
数
年
前
の
翻
訳
を
厳
し
い
目
で
眺
め
て
い
る
。

　
　

�

俳
句
の
翻
訳
は
、
一
文
字
の
増
減
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
鉄
則
を
厳
守
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
翻
訳
は
往
々
に
し
て
（
中
国
人
）
読
者
に
分
か
り
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
、
五
言
詩
と
七
言
詩
に
訳
し
て
い
る
が
、
五

言
も
し
く
は
七
言
に
整
え
よ
う
と
、
余
計
な
文
字
を
足
し
て
い
る
。
確
信
犯
的
ル
ー
ル
違
反
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、

私
は
す
で
に
九
十
九
歳
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
原
稿
を
改
め
る
気
力
が
な
い
の
が
正
直
な
こ
と
で
あ
る
。19

葛
祖
蘭
の
翻
訳
に
対
す
る
真
摯
で
立
派
な
姿
勢
に
尊
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
い
と
同
時
に
、
漢
詩
定
型
訳
の
問
題
点
、
つ
ま
り
定
型
を
整
え
る
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た
め
に
余
計
な
文
字
を
足
し
て
し
ま
う
と
い
う
指
摘
は
、
筆
者
の
主
張
と
一
致
す
る
の
で
安
堵
し
て
い
る
。

三

　

ま
ず
子
規
俳
句
選
訳
「
新
年
」
季
題
の
二
句
を
見
よ
う
。

　
　

 

【
原
文
】
民
の
春
同
胞
三
千
九
百
万

　
　

 

【
漢
訳
】
同
胞
三
千
九
百
万
，
普
天
同
庆
度
新
春
。

　
　
　

林
林
訳
：
同
胞
三
千
九
百
万
，
共
庆
过
新
年
。

　
　

 

【
原
文
】
銭
湯
に
善
き
衣
著
た
り
松
の
内

　
　

 

【
漢
訳
】
年
初
八
日
内
，
出
浴
着
新
装
。20

と
い
う
よ
う
に
、
訳
は
お
お
か
た
五
言
二
行
も
し
く
は
七
言
二
行
の
漢
詩
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
一
句
目
の
「
普
天
同
庆
」（
普
天
同
慶
）

と
は
、
漢
文
の
熟
語
で
足
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
の
で
、
訳
者
が
言
う
「
余
計
な
文
字
」
に
や
や
近
い
と
は
言
え
、
新
年
の
句
の
翻
訳
と
し
て

は
許
容
範
囲
内
と
思
わ
れ
る
。
比
較
の
た
め
掲
げ
た
林
林
訳
が
、
芭
蕉
俳
句
の
翻
訳
時
と
同
じ
く
原
文
に
合
わ
せ
て
訳
の
形
式
を
変
え
る
方

法
を
取
っ
て
お
り
、
こ
の
句
を
七
五
二
行
で
訳
出
し
て
い
る
。
二
句
目
の
訳
は
「
松
の
内
」
を
「
年
初
八
日
内
」
と
し
た
の
が
読
者
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
く
、
句
の
内
容
を
う
ま
く
現
出
し
て
い
る
。

　

以
下
、
春
夏
秋
冬
の
季
題
順
で
葛
訳
を
考
察
す
る
。
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【
原
文
】　 

母
の
詞
自
ら
句
に
な
り
て

母
の
詞
自
ら
句
に
な
り
て

　
　
　
　
　
　

毎
年
よ
彼
岸
の
入
り
に
寒
い
の
は

　
　

 

【
漢
訳
】　 
老
母
出
口
成
章

老
母
出
口
成
章

　
　
　
　
　
　

年
年
气
候
俱
如
此
，
节
届
春
分
寒
未
消
。21

子
規
が
主
張
し
た
「
写
生
」
の
一
つ
の
手
本
と
な
っ
て
い
る
名
句
で
あ
る
。
原
文
は
日
常
口
語
を
そ
の
ま
ま
捉
え
て
い
る
形
で
あ
る
が
、
訳

は
と
く
に
そ
の
点
に
つ
い
て
の
考
慮
は
な
く
、
雅
や
か
な
漢
詩
調
と
な
っ
て
い
る
。

　　
　

 

【
原
文
】
連
翹
に
一
閑
張
の
机
か
な

　
　

 

【
漢
訳
】
院
里
连
翘
正
发
花
，
对
花
移
置
一
闲
机
。22

連
翹
と
は
、
春
の
季
語
で
あ
る
。
訳
の
意
味
は
、「
庭
に
連
翹
が
咲
い
て
い
る
の
で
、
一
閑
張
の
机
を
花
に
向
か
う
よ
う
に
置
い
た
」
と
な

る
。
半
分
ほ
ど
は
訳
者
の
解
釈
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
訳
者
本
人
が
言
っ
て
い
る
「
ル
ー
ル
違
反
」
の
憾
み
が
残
っ
て
い
る
。

　
　

 

【
原
文
】
ふ
ら
ふ
ら
と
行
け
ば
菜
の
花
は
や
見
ゆ
る

　
　

 

【
漢
訳
】
信
步
行
未
远
，
菜
花
入
眼
来
。23

　
　

 

【
原
文
】
松
蔭
は
ど
こ
も
銭
出
す
暑
さ
か
な

　
　

 

【
漢
訳
】
旅
途
盛
暑
心
如
沸
，
松
阴
无
处
不
需
钱
。24
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春
と
夏
の
二
句
で
あ
る
。
一
句
目
は
非
常
に
流
麗
な
漢
詩
訳
で
、
二
行
目
の
表
現
が
巧
み
で
あ
る
。
二
句
目
の
訳
の
一
行
目
は
原
文
に
な
い

内
容
が
補
足
さ
れ
て
い
る
が
、
読
者
に
と
っ
て
は
必
要
な
情
報
と
言
え
る
の
で
、
や
は
り
許
容
範
囲
内
で
あ
ろ
う
。

　
　

 

【
原
文
】　 
御
院
殿
に
て
鳴
雪
不
折
両
氏
に
別
る

御
院
殿
に
て
鳴
雪
不
折
両
氏
に
別
る

　
　
　
　
　
　

月
の
根
岸
闇
の
谷
中
や
別
れ
道

　
　

 

【
漢
訳
】　 

在
御
院
殿
与
鸣
雪
不
折
两
氏
分
道

在
御
院
殿
与
鸣
雪
不
折
两
氏
分
道

　
　
　
　
　
　

根
岸
月
光
明
，
谷
中
暗
里
行
。

　
　
　
　
　
　

到
此
须
分
首
，
各
自
就
归
程
。25

秋
の
句
で
あ
る
。
訳
は
五
言
四
行
の
漢
詩
と
な
っ
て
い
る
。
五
言
訳
の
み
を
鑑
賞
す
れ
ば
、
立
派
な
漢
詩
で
あ
り
、
葛
祖
蘭
の
文
才
と
古
典

教
養
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
訳
と
し
て
見
る
場
合
、
こ
れ
ほ
ど
の
長
さ
で
は
、
む
し
ろ
原
文
を
も
と
に
し
た
再

創
作
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　

 

【
原
文
】
い
く
た
び
も
雪
の
深
さ
を
尋
ね
け
り

　
　

 

【
漢
訳
】
雪
积
深
何
许
，
几
度
向
人
探
。

　
　

 

【
原
文
】
障
子
明
け
よ
上
野
の
雪
を
一
目
見
ん

　
　

 

【
漢
訳
】
请
君
开
启
纸
棂
门
，
让
我
一
观
上
野
雪
。26
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冬
季
題
の
二
句
で
あ
る
。
一
句
目
は
病
床
に
臥
し
て
い
た
子
規
の
名
句
で
、
訳
は
無
駄
が
な
く
、
漢
詩
と
し
て
も
人
を
感
動
さ
せ
ら
れ
る
出

来
映
え
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

葛
祖
蘭
が
子
規
俳
句
選
訳
の
稿
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
１
９
５
０
年
代
、
中
国
に
は
ま
だ
俳
句
を
紹
介
す
る
中
国
語
書
籍
が
な
か
っ
た
の

で
、
訳
者
は
お
そ
ら
く
読
者
の
受
け
入
れ
を
考
慮
し
て
、
訳
に
「
余
計
な
文
字
」
を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
俳
句
の
訳
に
詳
細
な
虚
子
解
や

訳
者
注
を
入
れ
た
の
は
そ
の
後
の
俳
句
の
中
国
語
訳
に
な
く
、
訳
者
の
当
時
の
翻
訳
姿
勢
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
二
十
数
年
後
に
や
っ
と
出
版
の
運
び
に
な
っ
た
時
、
す
で
に
林
林
に
よ
る
『
日
本
古
典
俳
句
選
』（
１
９
８
２
年
）
お
よ
び
彭

恩
華
に
よ
る
『
日
本
俳
句
史
』（
１
９
８
３
年
）
が
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
状
況
は
大
分
変
っ
て
い
た
。
九
十
九
歳
の
高
齢
に
達
し
て
い
た
訳

者
は
原
稿
を
直
す
気
力
が
す
で
に
な
く
、「
跋
」
に
あ
る
よ
う
な
「
弁
明
」
を
書
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
歴
史
的
状
況
を
背
景
に
置
い
て

『
正
岡
子
規
俳
句
選
訳
』
を
考
察
し
、
そ
の
価
値
を
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

葛
祖
蘭
は
上
海
で
日
本
語
教
育
と
俳
句
教
育
の
両
面
に
お
い
て
多
く
の
弟
子
を
育
て
た
よ
う
で
あ
る
。『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
の
「
後

記
」
は
、
出
版
当
時
の
門
下
生
た
ち
の
手
伝
い
に
触
れ
て
お
り

27、
確
か
な
資
料
は
な
い
が
、
彭
恩
華
も
彼
の
弟
子
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。28

　

彭
恩
華
『
日
本
俳
句
史
』
に
は
、
葛
祖
蘭
を
紹
介
す
る
一
段
落
が
あ
る
。

　
　

�

我
が
国
に
お
い
て
、
日
本
語
で
俳
句
を
創
作
す
る
人
は
、
ま
ず
葛
祖
蘭
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
氏
は
三
十
年
代
か
ら
す
で
に
創

作
を
始
め
て
お
り
、
近
代
お
よ
び
現
在
の
日
本
の
一
部
の
著
名
な
俳
人
と
交
流
が
あ
る
。
氏
は
日
本
の
著
名
な
俳
誌
に
俳
句
の
発
表
を
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つ
づ
け
て
お
り
、
句
作
の
レ
ベ
ル
が
高
い
た
め
、
日
本
の
俳
句
界
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
き
て
い
る
。
１
９
８
１
年
日
本
で
は
氏
の

俳
句
集
『
祖
蘭
俳
存
』
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
。29

ま
た
、
同
書
の
「
序
」
で
は
、「
本
書
の
初
稿
は
１
９
６
６
年
に
完
成
さ
れ
、
字
数
は
４
０
万
強
あ
っ
た
が
、
文
化
大
革
命
で
初
稿
お
よ
び

貴
重
な
俳
句
関
係
書
籍
が
悉
く
無
く
な
っ
た
」

30と
、
同
書
成
立
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
文
化
大
革
命
前
と
い
う
と
、
彭
恩
華
は
ま
だ

二
十
代
前
半
で
あ
っ
た
の
で
、
俳
句
に
精
通
し
た
師
の
指
導
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
著
の
執
筆
は
考
え
に
く
い
。
当
時
両
者
と
も
上

海
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
筆
者
の
推
測
で
は
、
彭
は
若
か
り
し
時
葛
祖
蘭
に
師
事
し
て
お
り
、
文
化
大
革
命
で
交
流
が
途
絶
え
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。『
祖
蘭
俳
存
』
の
出
版
年
を
間
違
え
て
い
る
所
を
見
る
と
、
少
な
く
と
も
『
日
本
俳
句
史
』
の
出
版
時
に
、
交
流
が
再
開
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
葛
祖
蘭
は
年
齢
と
経
歴
に
よ
っ
て
、
亡
く
な
る
ま
で
、
日
中
文
化
交
流
の
晴
れ
の
場
か
ら
距
離
の
あ
る
立

場
に
置
か
れ
、「
陰
」
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
が
存
在
す
る
。
学
術
界
の
雰
囲
気
も
変
わ
り
、
関
連
資
料
が
徐
々
に
公
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
現
在
、
近
現
代
の
日
中
文
化
交
流
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
葛
祖
蘭
に
つ
い
て
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
必
要
を
痛
感
す
る
。

注
：

１ �

鄭
民
欽
『
日
本
俳
句
史
』（
北
京
：
京
華
出
版
社
、
２
０
０
０
年
１
０
月
）、
四
一
四
～
四
一
五
頁
。
鄭
文
が
依
拠
す
る
王
勇
「「
中
華
俳

翁
」
葛
祖
蘭
」
と
い
う
文
章
は
未
見
。

２ �『
祖
蘭
俳
存
』（
発
行
者
五
十
嵐
播
水
、
１
９
８
０
年
１
１
月
増
訂
版
）、「
著
者
略
歴
」、
二
二
九
～
二
三
〇
頁
。
本
書
は
１
９
７
９
年
１

月
に
初
版
を
出
し
、
同
５
月
第
二
刷
。
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本
資
料
を
借
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
畏
友
西
槇
偉
氏
に
感
謝
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
引
用
さ
れ
た
各
資
料
の
漢
字
表
記
の
一
部
を
通
用
漢
字
に
変
更
し
て
い
る
。

３ �

同
書
。

　

�

三
木
朱
城
は
「
満
洲
」
に
お
け
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。『
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
句
集
』（
三
省
堂
、
１
９

３
８
年
１
２
月
）
に
よ
れ
ば
、「
本
名
は
脩
蔵　

明
治
二
十
六
年
香
川
県
小
豆
郡
淵
崎
村
に
生
る
。
明
治
四
十
五
年
高
松
商
業
を
卒
業
す

る
と
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
に
入
る
。（
中
略
）
昭
和
九
年
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
に
推
薦
さ
る
。（
後
略
）」
と
あ
る
。
三
六
〇
頁
。

４ �「「
俳
句
満
洲
」
和
「
満
洲
朝
日
俳
壇
」」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
、
四
六
頁
。

５ �

同
書
、
一
七
～
一
八
頁
。

６ �

１
９
４
３
年
、
日
本
に
と
っ
て
戦
局
が
厳
し
く
な
っ
た
故
、「
満
洲
」
に
あ
っ
た
『
山
楂
子
』（
奉
天
）、『
柳
絮
』（
長
春
）、『
韃
靼
』（
ハ

ル
ビ
ン
）
と
い
う
三
つ
の
俳
誌
が
「
不
要
不
急
」
の
も
の
と
し
て
、『
俳
句
満
洲
』
一
誌
に
統
合
さ
れ
た
。

７ �『
俳
句
満
洲
』
創
刊
号
（
藝
文
社
、
１
９
４
３
年
６
月
）、
七
七
頁
。

　

な
お
、『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
で
は
、「
植
疱
瘡
子
は
健
や
か
に
母
若
く
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

８ �「
寝
釈
迦
」
な
ら
春
の
季
語
と
な
る
が
、「
釈
尊
」
と
同
じ
く
「
字
足
ら
ず
」
で
あ
る
。

９ �

同
誌
、
二
三
頁
。『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

⓾ �

同
誌
、
四
五
頁
。

⓫ �『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
お
け
る
表
記
は
本
文
の
通
り
で
、
署
名
は
「
新
京　

葛
祖
蘭
」
と
な
っ
て
い
る
。
新
京
と
は
長
春
の
こ
と
で
あ
り
、

当
時
は
「
満
洲
国
」
の
首
都
で
あ
っ
た
。

　

�

た
だ
し
、
こ
の
句
は
『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
で
見
る
か
ぎ
り
、『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
と
同
じ
表
記
で
三
木
朱
城
選
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

同
時
に
虚
子
選
と
し
て
「
ひ
の
も
と
の
国
よ
り
月
の
客
二
人
り
」
と
い
う
形
で
重
複
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）、
三
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六
頁
、
四
九
頁
。
実
際
、
こ
の
句
は
朱
城
選
で
は
な
く
、『
俳
句
満
洲
』
第
四
号
（
満
洲
公
論
社
＝
藝
文
社
、
１
９
４
３
年
１
０
月
）
六
七

頁
で
は
、「
野
村
泊
月
山
口
青
邨
氏
歓
迎
句
会
」
の
「
青
邨
氏
選
」
に
入
っ
て
い
る
句
で
あ
る
。
な
お
、
同
誌
の
朱
城
選
（
五
〇
頁
）
に

入
っ
た

　
　
　

徳
を
以
て
子
弟
を
愛
し
ホ
句
の
秋

　

が
『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
三
七
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
じ
く
同
誌
の
朱
城
選
に
入
っ
た

　
　
　

舗
古
し
夾
竹
桃
も
こ
の
庭
も

　
　
　

鳩
一
つ
秋
空
に
飛
び
屋
根
に
下
り

　

が
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
三
二
頁
に
は
、

　
　
　

夾
竹
桃
古
り
ゆ
く
庭
に
灼
々
し

　

�

と
、
完
成
度
の
高
い
類
想
の
句
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
句
は
「
舗
古
し
夾
竹
桃
も
こ
の
庭
も
」
の
句
と
、
前
出
「
り
ら
の
華
古
り
行
く
庭

を
に
ぎ
は
せ
り
」
と
の
二
句
を
ベ
ー
ス
に
し
て
推
敲
さ
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

⓬ �

注
１
と
同
じ
。

⓭ �『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）、「
著
者
略
歴
」、
二
三
〇
頁
。

⓮ �

同
書
、「
五
十
嵐
播
水
先
生
序
」、
七
頁
。

⓯ �

同
書
、
一
一
二
頁
。

⓰ �

同
書
、
一
一
七
頁
。

⓱ �

葛
祖
蘭
訳
注
『
正
岡
子
規
俳
句
選
訳
』（
上
海
訳
文
出
版
社
、
１
９
８
５
年
１
２
月
）。「
訳
者
の
言
葉
」、
一
～
二
頁
（
本
文
の
前
に
あ
り
、

本
文
と
は
頁
数
の
数
え
方
が
異
な
る
）。「
跋
」
一
七
六
～
一
七
七
頁
。

⓲ �

同
書
、「
訳
者
の
言
葉
」、
一
～
二
頁
。
原
文
は
中
国
語
で
あ
り
、
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
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⓳ �
同
書
、
一
七
六
頁
。
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。

⓴ �
同
書
、
一
八
頁
。
句
と
訳
に
は
番
号
が
振
ら
れ
て
お
ら
ず
、
お
お
か
た
句
の
年
代
順
に
従
っ
て
い
る
。
林
林
訳
は
『
日
本
近
代
五
人
俳
句

選
』（
北
京
：
外
国
文
学
出
版
社
、
１
９
９
０
年
１
２
月
）、
五
頁
に
よ
る
。

㉑ �

同
書
、
三
七
頁
。

㉒ �

同
書
、
一
三
五
～
一
三
六
頁
。

㉓ �

同
書
、
四
四
頁
。

㉔ �

同
書
、
四
五
頁
。

㉕ �

同
書
、
八
三
頁
。

㉖ �

同
書
、
一
四
四
～
一
四
五
頁
。

㉗ �『
祖
蘭
俳
存
』（
増
訂
版
）
の
「
後
記
」
に
は
、
以
下
の
説
明
が
あ
る
の
で
、
示
唆
的
で
あ
る
。

　

�　
　

�

私
の
所
で
日
本
語
と
俳
句
を
勉
強
し
て
い
る
学
生
た
ち
は
、
初
版
の
印
刷
後
、
な
お
百
句
以
上
の
入
選
し
た
句
が
発
表
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
私
の
代
わ
り
に
整
理
し
た
上
、
初
版
の
誤
字
脱
字
を
直
し
て
、「
増
訂
版
」
と
し
て
編
集
し
た
。

　

�

二
二
五
頁
。
留
学
帰
国
後
長
ら
く
日
本
語
教
育
に
携
わ
っ
て
い
た
葛
祖
蘭
の
所
に
、
日
中
国
交
正
常
化
の
前
は
１
９
８
０
年
代
と
は
政
治

的
・
社
会
的
状
況
が
異
な
る
と
は
い
え
、
学
生
が
い
た
と
は
合
理
的
な
推
測
で
あ
ろ
う
。

㉘ �

ネ
ッ
ト
上
の
「
彭
恩
華
情
報
」
ブ
ロ
グ
に
は
、
署
名
「
李
沫
来
」
の
文
章
『
記
憶
與
思
想
之
間
―
―
隔
雨
望
紅
楼
』
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

文
中
に
は
「
友
人
の
彭
恩
華
」
と
「
そ
の
師
の
葛
祖
蘭
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

㉙ �『
日
本
俳
句
史
』（
上
海
：
学
林
出
版
社
、
１
９
８
３
年
７
月
）、
一
三
七
頁
。

㉚ �

同
書
。
頁
数
無
し
。




